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専
修
大
学
卒
業
生
の
集
い

「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２

０
１
２
」
が
鳳
祭
期
間
中
の

１１
月
３
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
か
れ
、
校
友
、
大
学

関
係
者
ら
３
６
７
人
が
参
加

し
、
旧
交
を
温
め
た
。

９
号
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ

ー
ル
で
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の

あ
と
、
５
階
ア
ト
リ
ウ
ム
で

大
学
紹
介
（
知
の
発
信
）
、
大

学
史
特
別
展
、
ス
ポ
ー
ツ
パ

ネ
ル
展
や
創
立
１
３
０
周
年

記
念
映
画
『
学
校
を
つ
く
ろ

う
』
の
上
映
、
校
友
会
支
部

の
協
力
に
よ
る
岩
手
県
大
船

渡
市
と
宮
城
県
石
巻
市
の
物

産
展
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く

の
参
会
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

ま
た
、
本
学
Ｏ
Ｂ
の
弁
護

士
、
公
認
会
計
士
・
税
理
士

に
よ
る
無
料
法
律
・
税
務
相

談
と
学
生
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
も
行
わ
れ
た
。

正
午
か
ら
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｎ
で

懇
親
会
が
開
か
れ
、
日
髙
義

博
理
事
長
・
学
長
、
甘
竹
秀

雄
校
友
会
長
の
あ
い
さ
つ
の

あ
と
渡
邊
信
育
友
会
長
の
発

声
で
乾
杯
、
懇
談
の
あ
と
校

歌
斉
唱
で
散
会
し
た
。

司
会
は
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
日
髙
治
子
さ
ん
（
平

１１
経
営
）
が
務
め
た
。

専
大
時
代
は
経
営
学
部
に

学
び
、サ
ッ
カ
ー
部
で
活
躍
。

「
学
生
時
代
は
、
当
た
り
前

の
こ
と
」
と
思
っ
て
い
た
勉

学
と
ス
ポ
ー
ツ
の
両
立
が
、

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
・
川
崎

フ
ロ
ン
タ
ー
レ
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
仕
事
を
進
め
る
上
で

自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

サ
ッ
カ
ー
部
の
練
習
は
午

前
６
時
か
ら
と
早
朝
の
た

め
、
４
時
前
起
床
、
千
葉
県

船
橋
市
の
自
宅
を
出
て
Ｊ
Ｒ

船
橋
駅
か
ら
始
発
電
車
に
乗

り
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
北
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
駆
け
込
ん
だ
。

練
習
の
あ
と
の
授
業
で
は

睡
魔
に
襲
わ
れ
た
。
し
か

し
、
「
授
業
は
絶
対
に
サ
ボ

ら
な
い
と
、
心
に
決
め
て
い

ま
し
た
」。

ポ
ジ
シ
ョ
ン

は
Ｍ
Ｆ
。
攻
撃

的
で
魅
力
的
な

サ
ッ
カ
ー
を
唱

え
る
源
平
貴
久

監
督
、
岩
渕
弘

幹
コ
ー
チ
に
鍛

え
ら
れ
た
。
メ

ン
バ
ー
は
関
東

リ
ー
グ
１
部
で

奮
闘
。
昨
シ
ー

ズ
ン
、
後
輩
た

ち
が
関
東
リ
ー

グ
で
優
勝
、
さ
ら
に
は
�
全

国
制
覇
�
を
成
し
遂
げ
た
礎

を
築
い
た
。

川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
が
主

催
す
る
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル

で
子
ど
も
た
ち
に
教
え
た
こ

と
も
あ
る
。
後
に
就
職
す
る

同
ク
ラ
ブ
と
は
、
学
生
時
代

か
ら
縁
が
あ
っ
た
。

管
理
会
計
が
専
門
の
櫻
井

通
晴
教
授（
現
・
名
誉
教
授
）

指
導
の
ゼ
ミ
に
入
っ
た
。
Ｃ

Ｓ
Ｒ（
企
業
の
社
会
的
責
任
）

を
研
究
し
、
会
計
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ

が
ど
う
結
び
つ
く
か
を
探
っ

た
。「
体
育
会
に
入
っ
て
い
る

か
ら
」を
言
い
訳
に
せ
ず
、ゼ

ミ
活
動
に
は
積
極
的
だ
っ

た
。
大
学
対
抗
の
論
文
大
会

に
出
場
、ゼ
ミ
長
も
務
め
た
。

会
計
学
へ
の
興
味
は
ふ
く

ら
み
、
専
大
卒
業
後
は
一
念

発
起
し
て
カ
ナ
ダ
に
留
学
、

バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
大
学
で
Ｍ

Ｂ
Ａ
（
経
営
学
修
士
号
）
を

取
得
し
た
。

「
が
む
し
ゃ
ら
に
取
り
組

み
ま
し
た
」

な
か
な
か
上
達
し
な
か
っ

た
英
語
の
力
は
、
町
の
「
草

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
」
に
入
っ

て
か
ら
グ
ン
グ
ン
伸
び
た
。

仲
間
と
プ
レ
ー
す
れ
ば
会
話

が
増
え
る
。
サ
ッ
カ
ー
が
役

立
っ
た
。

「
君
な
ら
で
き
る
と
、
最

初
か
ら
分
か
っ
て
い

た

よ
」
。
海
外
で
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
取

っ
た
こ
と
を
恩
師
・
櫻
井
教

授
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
あ

っ
さ
り
と
そ
う
返
さ
れ
た
。

「
大
学
時
代
は
、
自
分
の

心
構
え
次
第
で
何
に
で
も
挑

戦
で
き
る
。
た
め
ら
わ
ず
い

ろ
い
ろ
な
も
の
を
吸
収
し

て
」
。
そ
れ
が
、
確
固
た
る

土
台
に
な
る
。
後
輩
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
贈
っ
た
。

１１
月
３
日
付
で
秋
の
叙
勲

受
章
者
が
発
表
さ
れ
た
。
専

修
大
学
関
係
者
の
受
章
者
は

次
の
通
り
。

◇
旭
日
双
光
章

船
木

茂
氏
（
ふ
な
き
・

し
げ
る
∥
昭
３６
商
経
商
）

◇
瑞
宝
小
綬
章

稲
葉

昇
氏
（
い
な
ば
・

の
ぼ
る
∥
昭
４２
法
）

◇
瑞
宝
双
光
章

井
上

文
夫
氏
（
い
の
う

え
・
ふ
み
お
∥
昭
４５
経

営
）

〈
奈
良
県
支
部
総
会
〉

▽
１１
月
２３
日
（
金
）
１１
時
４５

分
開
会
▽
近
鉄
新
大
宮
駅
か

ら
車
で
３
分
「
奈
良
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
」

大
隈
利
明
氏

☎
０
９
０
（
７
１
１
４
）
４

８
７
２

〈
神
奈
川
連
合
総
会
〉

▽
１２
月
１
日
（
土
）
１４
時
開

会
▽
「
三
浦
海
岸
・
マ
ホ
ロ

バ
マ
イ
ン
ズ
三
浦
」

新
倉

守
氏
☎
０
４
６
８
（
８８
）
４

５
５
６

〈
沖
縄
県
支
部
総
会
〉

▽
１２
月
６
日
（
木
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
ゆ
い
レ
ー
ル
旭
橋

駅
か
ら
徒
歩
７
分
「
う
ら
し

ま
」

森
敬
氏
☎
０
９
８（
８

７
８
）
３
３
８
８
㈱
り
ゅ
う

せ
き
建
設
内

〈
我
孫
子
・
印
西
、
柏
、
流

山
、
野
田
鳳
会
四
支
部
合
同

忘
年
会
〉

▽
１２
月
８
日
（
土
）
１７
時
３０

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
柏
駅
す
ぐ
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
Ｂ
１
「
麗
宮
飯

店
」

三
門
輝
氏
☎
０
４
７

６
（
４２
）
７
０
４
５

〈
新
宿
支
部
総
会
〉

▽
１２
月
１２
日
（
水
）
１８
時
開

会
▽
地
下
鉄
丸
ノ
内
線
ほ
か

・
新
宿
三
丁
目
・
Ｂ
２
出
口

す
ぐ
「
新
宿

栄
寿
司
本

店
」

今
福
義
幸
氏
☎
０３

（
３
２
６
９
）
１
４
３
５

専
修
大
学
緑
鳳
学
会
（
小

杉
伸
次
会
長
）
の
第
２１
回
大

会
が
１０
月
２７
日
、
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

研
究
発
表
は
以
下
の
通
り
。

▽
奥
田
真
結
子
さ
ん
（
文

学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

「
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
に
お
け
る
一
考
察
～

宗
教
思
想
と
民
衆
文
化
～
」

▽
高
嶋
陽
子
さ
ん
（
法
学
研

究
科
博
士
後
期
課
程
）「
国
連

安
全
保
障
理
事
会
と
文
民
の

保
護
―
リ
ビ
ア
の
事
例
を
中

心
に
―
」
▽
土
佐
巌
人
さ
ん

（
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課

程
）「
ラ
カ
ン
思
想
の
実
存
的

境
位
」
▽
甘
超
宏
さ
ん
（
商

学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

「
組
織
間
コ
ス
ト
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
狙
い
」

報
告
会
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
「
東
日
本

大
震
災
・
福
島
原
発
事
故
の

現
実
と
人
間
・
社
会
・
地

球
」
を
統
一
テ
ー
マ
に
石
原

慎
士
石
巻
専
修
大
学
経
営
学

部
准
教
授
、
李
東
勲
同
大
学

経
営
学
部
准
教
授
、
西
尾
篤

人
拓
殖
大
学
経
営
学
科
長
、

宮
岡
孝
之
緑
鳳
学
会
代
表
幹

事
（
本
学
法
科
大
学
院
教
授

・
弁
護
士
）、田
中
正
敬
本
学

文
学
部
教
授
、
伊
吹
克
己
本

学
文
学
部
教
授
の
６
氏
が
報

告
の
あ
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
意
見
交
換
を
行

っ
た
。
続
い
て
総
会
・
懇
親

会
が
開
か
れ
、
小
杉
会
長
と

日
髙
義
博
学
長
・
理
事
長
が

あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。 校

友
会
グ
リ
ー
ン
カ
ッ
プ
ゴ
ル
フ
大
会

が
１０
月
５
日
、
千
葉
県
・
姉
ヶ
崎
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
、
８０
人
が
熱
戦

を
繰
り
広
げ
た
∥
写
真
。

開
会
式
で
伊
藤
良
雄
大
会
実
行
委
員
長

（
校
友
会
副
会
長
）
の
あ
い
さ
つ
、
蒲
田

重
勝
競
技
委
員
長
（
同
体
育
振
興
部
長
）

の
競
技
説
明
が
あ
り
、
競
技
が
ス
タ
ー

ト
。個

人
優
勝
は
愛
澤
壽
彦
氏（
昭
４６
法
）、

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
は
木
村
均
氏
（
昭
４７

商
）
、
シ
ニ
ア
優
勝
は
斉
藤
弘
氏
（
昭
４４

商
）
、
団
体
優
勝
は
少
林
寺
拳
法
部
が
獲

得
し
た
。

な
お
、
懇
親
会
で
集
ま
っ
た
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
金
１０
万
円
が
被
災
学
生
へ
の
支
援
金

と
し
て
専
修
大
学
へ
寄
付
さ
れ
た
。

本
学
に
お
い
て
２
０
１
１
年
４
月
１
日

か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

室
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
委
員
会
が

廃
止
さ
れ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
と
は
、
相
手
方
の
人
格
の
尊
厳
を
傷

つ
け
る
よ
う
な
言
動
に
よ
っ
て
相
手
方
に

不
快
感
も
し
く
は
不
利
益
を
与
え
、
ま
た

は
相
手
方
を
差
別
的
に
取
り
扱
い
、
も
し

く
は
不
利
益
な
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
相
手
方
の
人
権
を
侵
害
し
、
教

育
、
労
働
お
よ
び
研
究
の
環
境
を
悪
化
さ

せ
る
行
為
の
こ
と
で
あ
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
大

学
な
ど
の
場
に
お
い
て
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま

な
嫌
が
ら
せ
の
総
称

で
あ
り
、
そ
こ
に
は

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
パ
ワ
ー
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど

が
含
ま
れ
る
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
例

と
し
て
、
性
的
な
要
求
を
受
け
入
れ
る
こ

と
を
採
用
や
昇
進
、
進
級
な
ど
の
条
件
と

し
た
り
、
性
的
表
現
や
行
動
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
他
者
に
不
快
感
を
与
え
る
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
教
育

的
な
指
導
を
理
由
な
く
拒
否
し
、
放
置
し

た
り
、
正
当
な
理
由
な
く
、
休
日
、
休
暇

中
の
研
究
室
へ
の
来
室
を
強
要
す
る
等

は
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

具
体
例
に
な
り
、
飲
み
会
等
で
参
加
者
に

飲
酒
を
強
要
し
た
り
、
業
務
の
指
導
の
範

疇
を
超
え
て
、
相
手
の
人
格
を
傷
つ
け
、

人
権
を
侵
害
す
る
よ
う
な
言
動
を
と
る
な

ど
は
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
具
体
例

に
な
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
被
害

に
あ
っ
た
場
合
に
は
、
一
人
で
悩
ん
だ

り
、
自
分
を
責
め
て
は
い
け
な
い
。
勇
気

を
出
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
室
に
相
談
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

本
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
室
事
務
局
は
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
４
号

館
１
階
４
１
１
教
室
に
あ
る
。

（
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
室
員
・
李
建
平
）

本
書
は
大
地
震
な
ど
災
害

に
直
面
し
た
場
合
に
ど
う
行

動
し
た
ら
い
い
か
を
、
分
か

り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。

「
首
都
直
下
地
震
で
『
火

災
旋
風
』
に
襲
わ
れ
た
ら
」

「
高
層
ビ
ル
で
『
長
周
期
地

振
動
』
に
襲
わ
れ
た
ら
」「
地

震
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
閉
じ

込
め
ら
れ
た
ら
」
「
車
ご
と

津
波
に
飲
ま
れ
た
ら
」
「
富

士
山
が
噴
火
し
た
ら
」
な

ど
、
具
体
的
な
状
況
を
挙
げ

な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
。
日
ご

ろ
の
備
え
、
ほ
ん
の
小
さ
な

知
恵
や
発
想
の
転
換
が
生
死

を
分
け
る
と
教
え
て
く
れ

る
。地

震
、
防
災
の
取
材
を
多

く
こ
な
し
て
い
る
久
保
範
明

さ
ん
が
、
防
災
ア
ド
バ
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